
英語教育ユニバーサルデザイン研究
学会2023年度第1回研究会

通常学級で学ぶ難聴の⼦供は英語学習に困難を覚え⾏き詰まり感を抱えがちです。
このような事態に切り込みたいと新潟難聴中学⽣のための英語学習会（NEWHS)は、14年に
わたり取り組みました。その実践の概要を報告します。

英語の学習において、聞くことは⾮常に重要ですが、聴覚障害児やAPDのように
聞こえに困難を抱えるお⼦さんは、どのように学べばよいのでしょうか。
本講演では、まず彼らの聞こえ⽅と困難の具体を解説し、聴覚活⽤および⽇本語・
英語学習の現状と課題を述べます。そして、聞こえに困難を抱える学習者に対する
英語の⽀援や指導の⽅法についても展望を述べます。

同⽇16：15から交流会開催予定（1時間程度）
交流会のみのご参加も研究会への申し込みが
必要です。交流会については別チラシをご参照
ください。

『聞こえづらい学習者への英語指導−その理論、実際、意義−』

⽇  時

開催⽅法
対  象
申込期間

オンライン（Zoom）

2023年６⽉24⽇（⼟）
13：00∼16：00（12:40受付開始）

2023年４⽉22⽇∼６⽉17⽇
会員�無料、⾮会員�2,000円

お申し込み：
学会ホームページより
https://audell.org
お問い合わせ
 info@audell.arg

２．実践発表 ⽩井⼀夫先⽣（難聴理解HB事務局）14：45∼15：30
  「辞書とフォニックスがひらく難聴中学⽣の英語学習
     −新潟難聴中学⽣のための英語学習会、14年のあゆみから−」

１．講演 原島恒夫先⽣�(筑波⼤学）13：05∼14：35
「聞こえづらい学習者への英語指導−聴覚障害やAPDの理解と⽀援−」

３．質問も含めたパネルディスカッション 15：30∼16：00

学会HPへアクセス

英語⼒の向上に英語⾳声を聞き取ることが⾳韻認識を育て、後のリテラシーの基盤を形成
していくわけですが、そもそも 聞こえづらい聴覚障害者や聴覚情報処理障害者（APD）
には、どのように指導や⽀援をすればいいのでしょうか？英語学習を⽀える「聴覚活⽤」の
技術⾯や、指導や⽀援の具体についてお話しいただきます。


